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アジアの盛り場研究 
―パッポン・ゲイラン・歌舞伎町から読む― 
 
ASIAN  “SAKARIBA” OF RESEARCH 
READ  FROM  PATPONG・GEYLANG・KABUKICHO 
 
平田祐之介 
Yunosuke HIRATA  
主査 高村雅彦    副査 陣内秀信・永瀬克己  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
Patpong Road, Geylang district, Kabukicho as representatives of Asian Sakariba have been composed of 
what kinds of spaces. By comparing these three areas, I find out essential elements as Asian Sakariba. It might 
become the clue to think of city in the future to understand Sakariba in Asia where many people around the 
world gather.  
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１． 序章 
（１）はじめに 
パッポンロードはゴーゴーバーのような未知の空間の
すぐそばで親子ずれの家族が旅行のお土産を買っている。
世界各国からの旅行者によって通りは溢れかえり、一旦
通りに入り込むと人やものでごった返し、なかなか外に
出られない。この場での体験は盛り場の面白さを知った
瞬間であった。 
 “盛り場”、この言葉は「人が寄り集まる場所。繁華
街。」という意味であり、とても曖昧な場所である。さ
らに、建築的視点から盛り場をとられている人も少なく、
はっきりと定義されていないのである。 
 そこで、本論文はアジアの盛り場を探る為、現在アジ
アで１番の観光客数を誇るタイの首都バンコクにあるパ
ッポンロード、アジアでは数少ない赤線地帯であるシン
ガポールのゲイラン地区、日本の盛り場の代表である歌
舞伎町の 3 カ所を研究対象地として盛り場について考察
していく。 
（２）研究目的 
世界中の多くの人が集うアジアの盛り場を紐解くこと
によって、これからの都市を考える上での手掛かりとな
るのではないか。 
 本研究は、アジアの盛り場がどのような空間で構成さ
れているのか。また、その空間はどのような要素によっ
て構成されているのかについて論じていく。 
（３）研究方法 
パッポン、ゲイラン、歌舞伎町、この 3 つの盛り場を
対象として、フィールドワークを行い、昼と夜による盛
り場の変化など盛り場の現在に重きをおき、調査を行う。 
そして、この 3 つの盛り場がどのような要素で形成さ
れているのかを明らかにする方法としてスケッチを使用
する。スケッチによって見出したそれぞれの構成要素を
比較することによって、同質性、差異性から盛り場の概
念を明らかにしていく。 
なお、調査対象地に日本の歌舞伎町を入れることによ
って、他のアジアの盛り場からこれからの日本の都市に
とって必要なものを見出していく。 
 
２． 微笑みの通り パッポンロード 
（１）バンコクにおける主要地区の特性 
道路と運河により都市を作り上げてきたバンコクは水
郷都市としての魅力をもち、また、異民族が共生する多
民族都市の魅力も有する。現在この都市はアジアで最も
海外旅行者が訪れる観光都市となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
では、バーンラック地区について記述していく。 
図 1 バンコク主要地区（1994 年の地図から作成） 
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調査対象地の盛り場パッポンロードが位置するバーン
ラック地区は、バンコク南部に位置する。バンコク北部
の新王宮建設や近代都市施設または道路の建設が、国家
によって行われたのに対し、南部では、開発者の名前が
付いた道路名が示すように、土地投機を目的として、民
間により道路建設が行われ、宅地開発が行われた。貴族
や有力な商人が、私費で道路を建設し、その周辺の土地
を分譲したのである。[1] 
そして、バーンラック地区の形成は 1822 年にポルトガ
ルの領事館が建設されたことに始まる。下流から上流の
城内へ、仕事にいく場合の舟運の不便さを西洋人は嘆き、
王に道路建設を嘆願する契機になったのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1854 年には、トロン（現ラーマ４世）道路が建設され
1862 年に城内とこの西洋人居留地を結ぶマイ（チャルン
クルン）道路が建設される。その後、1862 年には、西の
チャルンクルン通りと東のトロン通りを繋ぐように、東
西に走るシーロム道路が運河開削とセットで建設される。
シーロム通りと平行に南側にサートン通りが 1888 年に
建設される。そして、1897 年には、シーロム通りの北側
に並行して、スリウォン通りが建設され、さらに、その
北側に、1903 年から 1906 年かけて、シープラヤー通り
が建設された。つまり、バーンラック地区は、東西を道
路に挟まれ、シーロム通りを中心に南北に発展してきた
ことがわかる。[2]そして、道幅が広かったシーロム通り
は、戦後発展し始めた貸しビル業に大地主たちが乗り出
し、次第にこの地区がバンコクの新しいビジネスの中心
街となっていったのである。現在では、ビジネス街とし
てバンコクの主要地区の 1 つであるが、元来パッポンロ
ードが形成されている場所はラタナコーシンを中心とし
て形成していった都市の周縁であったことがわかる。都
市の周縁であったからこそ、宗教性やタイ政府の力の影
響が少なく済み、盛り場が形成され現在においても残存
しているのではないだろうか。 
（２）パッポンロードの形成過程 
パッポンロードはシーロム通りとスリウォン通りを結
ぶ通りである。パッポンロードにはパッポンロード 1、
パッポンロード２の二つの通りがあり、どちらの通りに
面するお店も外国人観光客や駐在員を主なお客とし、パ
ッポンロード１にはゴーゴーバーやライブバー等が連立
し、パッポンロード２にはバービアやプールバーが営業
している。また、パッポンロード 1 は夕方から道路一面
に土産用の雑貨やかばん、衣服などを販売する露店が並
び、毎晩海外からの観光客らによって賑わっている。 
では、パッポンロードの形成過程について記述してい
く。パッポンロードはポーンパット（Poon Pat）という
ある華僑の男が現在パッポンロードの土地を買ったこと
から始まる。彼の息子であるパッポン（Udom Patpong）
がその土地に幅 12 メートルの道路を整備し、両脇にショ
ップハウスを建設した。そして、航空会社を中心に多く
の外資系企業がこの通りに集まり、それと同時にお酒や
風俗業等も入ってきたのである。 
そして、パッポンロードのセックス産業の成長はベト
ナム戦争と重なって始まったのである。ベトナム戦争の
最中の 1967 年に R＆R（Rest and Recreation）条約が結ば
れる。この条約によりアメリカ軍兵士が食欲や性欲を満
たす為パッポンロードになだれ込み、一気に盛り場化し
たのである。 [3] 
（３）昼夜におけるパッポンロードの空間変化 
盛り場は時間により空間が変化し、1 日の内に様々な
顔を見せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 は午前 10 時のパッポンロード 1 の配置図である。こ
図 4 パッポンロード 1 配置図 am 10:00  
図 5 パッポンロード 1 配置図 pm 10:00  
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図 2 バーンラック地区の主要通り （1994 年の
地図をもとに作成） 
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の時間のパッポンロードは駐車場の役目を担っている以
外はシーロム周辺の他の通りと変わらない一般的な通り
である。しかし、この静かな通りも夜の顔への準備の為、
午後 2 時から露店の組み立て作業がスタートする。パッ
ポンロードの通り一面を埋め尽くす露店は、昼の静かな
通りを全く感じさせない。なぜならば、パッポンロード
は通りをまるで広場かのように活用しているからである。
図 5 の配置図を見ても通り一面に露店が広がり、露店の
周辺には品定めをしているお客や通行人、呼び込みが入
り交じり、空間が一体となっているのである。 
次に店舗からのはみ出しについて探っていく。露店が
組み立てられるまでパッポンロードの歩道は人が通るた
めの本来の役割をしているが、露店が通り一面に発生し
てからは、歩道も店舗の一部となるのである。どういう
ことかと言うと、歩道に店舗からさまざまなものや人が
仮設的にはみ出し、店舗と歩道が連続した空間になるの
である。具体的には、ゴーゴーバーの前には呼び込みの
おばさんやおじさんと共に売春婦の女の子、そして、仮
説的な机やイスがはみ出す。ライブバーの前の歩道は店
舗内と同様の机やイスがはみ出し、そこで観光客がお酒
を飲むことにより完全に空間が連続する。その他にもか
ばん屋の前にはかばんが、土産屋の前には土産物や雑貨
がはみ出すのである。（図 6）また、店舗からはみ出す
スペースは店舗の間口分と決まっており、しっかりとし
たルールのもとこの空間が形成されている事が分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建物、歩道、車道と完全な領域の区別があるにもかか
わらず、パッポンロードが通りだけでなく建物も含め一
体と感じるのは、仮設物が空間を連続させているからで
ある。店からはみ出す仮説的なイス、机、そして人、こ
れらによって店舗からの空間が歩道へと繋がる。そして、
通りに発生している露店によってこの空間がさらに連続
し、パッポンロードは一体となる。通りを広場のように
活用するだけでなく、仮設物によって空間が連続し、パ
ッポンロードは異空間となっているのである。 
（４）露店の収容方法及び場所 
パッポンロードやシーロム通りで営業している露店の
営業方法や収容方法、収容場所について探っていくこと
により、露店が現在の都市の中に受け入れられ、かつ都
市の魅力となっている方法について紐解いていく。 
 パッポンロードの露店はパッポンロードに面した倉庫
に収容されており、商品もこの倉庫に一緒に入っている。
露店で販売する人が露店を組み立てるわけではなく、パ
ッポンファミリーの会社に管理された露店組み立て専用
の社員によって組み立てられる。商品も番号によってし
っかり管理されている為、販売を行う人はこの場に来る
だけでいいのである。販売と組み立てをしっかり分けて
いるからこそ、毎日組み立て、分解を繰り返すことが可
能なのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図 7 の配置図で見れば、パッポンロードの露店は赤
の点線部分に配置され、赤で塗られた倉庫に収容される。
毎日露店を収容することによって、昼間はパッポンロー
ドを道路として活用でき、交通の問題を軽減できている。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
では次に、シーロム通りの露店についてみていく。こ
の露店はシーロム通りのパッポンロード側の歩道に発生
する。配置図上では青と黄色の点線部分であり、2 か所
シーロム通り
スリウォン通り
立体駐車場
図 7 露店の収容場所配置図 （2007 年の地図より作成） 
図 6 カバン屋のはみ出し （筆者撮影） 
図 8 露店用荷車 （筆者撮影） 
図 9 Soi Yu Laew  Ruay 周辺の収容場
所 （筆者撮影） 
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（上図 7 の青の駐車場と黄色の敷地）に分けて収容される。
収容方法は露店一つ一つが露店用の荷車に収納され、遠
くの収容場所に持ち運びやすくなっているのである。商
品も露店同様、荷車に収納されている。 
収容場所は黄色側の露店は、Soi Yu Laew Ruay 周辺の
黄色で塗っている空地や個人住宅の敷地を借り、収容し
ている。露店の組み立ては販売者が自ら行い、収容場所
から出店の場所までの荷車の移動は専用の業者が行う。 
青の露店も同様に荷車の移動のみ業者が行うが、黄色
の露店と違い、青の露店の収容場所は立体駐車場なので
ある。 
以上のように露店を営業するにあたって、収容場所、
収容方法をしっかりした管理のもとで行うことによって、
現在そしてこれからの都市にも露店の魅力を取り入れる
ことは可能である。このような管理のもとに露店を営業
している方法は、これからの日本の都市計画においても
取り入れる事が可能な方法である。 
（５）パッポンロードの構成要素 
それでは、ミクロな視点で盛り場を見ていく。パッポ
ンロードを構成している要素をスケッチという調査方法
を使って見出す。以下の図がスケッチしたものであり、
ここから見出した構成要素を太いラインで表している。
スケッチという手法を使用することによって、構成して
いるもの、店、人を明確にする。そして、仮設的なもの、
固定されているもの、その盛り場に必要不可欠なもの等
を明らかにしていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 赤線地帯 ゲイラン 
（１）ゲイラン地区の場所性と現状 
アジアで数少ない赤線地帯の一つであるゲイラン地区
はシンガポールの中心部からやや東方に位置し、都心か
ら少し離れた場所に位置する。シンガポールは華僑、マ
レー系、インド系等様々な人種による複合民族国家であ
り、ゲイラン地区はもともとマレー系の人たちが多く住
んでいた場所である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
では、ゲイランにおける都市の中の場所性について考
察していく。シンガポール内で唯一の赤線地帯であり、
観光都市として必要悪である赤線地帯はどのような場所
にあるのだろうか。まず、都心との位置関係からみると、
都心との間にカラン川が通っている。この川によって都
心と赤線地帯との空間が断絶されているのである。また、
赤線地帯は都市の治安を良くする為に合法としている地
域の為、政府の目が行き届く場所に配置したいと考えら
れる。よって、都心の近くに置きながら川によって断絶
できる都市の周縁に配置されているのである。 
ではこれからゲイラン地区についてメゾの視点で見て
いく。ゲイラン地区の中で赤線地帯となっているのは、
東西に延びているゲイランロードとギラマードロードを
結ぶ 10 本の通りである。この地区はロロン（Lorong）と
いうマレー語で小路という意味の言葉と割り当てられた
数字がセットで通りの名称となっている。赤線地帯はロ
ロン 6～24 の内の偶数の通りの一帯（図 12 中の点線で囲
まれた範囲）である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
もの 店 人
露店 ゴーゴーバー 観光客
屋台 バー 駐在員
倉庫（屋台） プールバー 従業員
倉庫（露店） バービア 呼び込み
袖看板、突出し看板 ライブバー 売春婦
欄間看板 カフェ 男娼
野立て看板、門看板 レストラン 街娼
スタンド看板 美容室
電灯 インターネットカフェ
扇風機 下着屋
神棚 両替所
椅子 薬局
机 マッサージ
庇 ホテル
駐車場 サービスアパートメント
バイクタクシー タトゥーショップ
バイク 雑貨屋
トゥクトゥク 銀行
タクシー
表 1 パッポンロードの構成要素 
図 11 シンガポール地図 （onemap をもと
に筆者作成） 
調査対
象地範
囲
図 12 ゲイランにおける赤線地帯 （onemap
をもとに筆者作成） 
図 10 パッポンロードスケッチ  
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 この一帯の中に 70 件以上の置屋が営業している。置
屋とは、売春婦との性行為を楽しむ場所であり、赤線地
帯であるこの場所では国に認められて営業している。す
べての置屋がロロン沿いで営業を行っており、大通り沿
いにはない。特に置屋が集中しているロロン 18,19 は車
道幅員だけで 6m 以上あり道路幅員は 10m 以上ある。これ
は赤線地帯であるため政府が管理しやすいように幅員が
大きい場所に形成されていると考えられる。 
（２）昼夜におけるゲイラン地区の空間変化 
では、ゲイラン地区の昼夜の変化について考察してい
く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 14 はロロン 19、20 とゲイランロードが交わるポイ
ントの配置図である。ゲイランロードは昼も夜も交通の
激しい大通りであるが、昼のロロン 19、20 は車道として
の空間であり、人通りの少ない静かな通りである。しか
し、夜になるとこの赤線地帯に男が集まり、風景が一変
する。 
 まず、ホーカーズやコーヒーショップを飲み屋とし
て人が集まり、店がいっぱいになる。すると、歩道に仮
設的な机や椅子がはみ出し、店が広がるのである。さら
に客が増えると道を挟んだ向かい側に新たな椅子、机が
はみ出し、飲み屋となる。ホーカーズやコーヒーショッ
プはゲイランロード沿いの区画の隅に配置されているこ
とが多く、図 14 でもわかるようにお店がない区画の隅に
飲み屋があるかのようである。また、このような飲み屋
はゲイランロード沿いが多く、ロロン沿いにはほとんど
ない。このように、パッポンロードと同じ様にゲイラン
においても、ホーカーズから仮設物がはみ出し、店の空
間が歩道に連続するのでる。 
では、次に置屋がある通りの変化についてみていく。
図面上ではロロン 18 に置屋が並んでいる。置屋は国によ
って厳しく管理されており、各店舗の違いは看板などで
表すしかない。また、店舗からのはみ出しにも厳しく、
店主が一人しか店舗の外には出ておらず、外から女性が
見えないように、間隠しの役目の壁や植栽が店舗の前に
設置されている。よって、置屋があるロロンは店舗から
ものがはみ出さず、閉鎖的な場所となっている。閉鎖的
な場所となっているが、多くの男達によって、ロロンの
空間は車道から男たちの歩道へと変化している。 
以上のようにゲイランには、ホーカーズのような開放
的な盛り場空間と置屋のある閉鎖的な盛り場空間という
姿をもっている。 
また、ゲイランはもう 1 つ大きな特徴を持っている。
それは街娼の存在である。街娼は、置屋以外での売春は
禁じられているため、違法であり、また、合法的に商売
している置屋とは対立関係であるため置屋の前には立て
ない。そして、ゲイランロードのような大通りにも堂々
と立てないため、必然的に大通りと置屋の間、いわゆる
ホーカーズと置屋の間に立っているのである。 
よって、夜のゲイランはホーカーズのような開放的な
盛り場空間と置屋のある閉鎖的な盛り場空間という混ざ
り合わない空間が街娼という構成要素によって一体とな
っているのである。 
（３）ゲイランの構成要素 
ゲイラン地区でもスケッチによる調査を行った。以下
がそのスケッチにより見出した構成要素の纏めである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４． 東洋一の歓楽街 歌舞伎町 
（１）歌舞伎町の場所性と形成過程 
東洋一の歓楽街と評される日本を代表する盛り場、歌
舞伎町。この地には、日本人男性、日本人女性、少年、
少女、そして白人、黒人等、人種性別年齢問わず多くの
人が訪れる。パッポンやゲイランとは違ったすべての人
が楽しめる盛り場である。これが東洋一の歓楽街と呼ば
れる所以なのかもしれない。これから歌舞伎町の特徴を
もの 店 人
タクシー ホテル 街娼
露店 KTV　カラオケ 観光客
屋台 アダルトショップ 駐在員
欄間看板 カフェ 従業員
電光看板 飲食店 呼び込み
袖看板、突出し看板 両替所 売春婦
電灯 サービスアパートメント 現地住民（男）
扇風機 八百屋
神棚 ホーカーズ（店舗内屋台）
仮設壁（目隠し） コーヒーショップ（店舗内屋台）
植栽（目隠し） 置屋
椅子 協会
机 インターネットカフェ
庇 露店
紅灯 携帯ショップ
硝子戸 バー
ゴミ箱
駐車場
空地（グラウンド）
水路
路地
図 13 Geylang Road 配置図 am10:00  
図 14  Geylang Road 配置図 pm10:00  
表 2 ゲイランの構成要素 
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紐解くと共に、パッポンやゲイランとの同質性、差異性
について探っていく。 
それではまず、歌舞伎町の場所性について見ていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新宿周辺を図 15 のようにオフィス街、商店街、歌舞伎
町、ラブホテル街という特徴ごとに表すと新宿における
盛り場の場所性がわかりやすく浮き出てくる。それは駅
を中心としてオフィス街、商店街、盛り場、ホテル街と
いうヒエラルキーがあることがわかる。新宿駅に近い所
にオフィス街と商店街が表の顔として位置し、盛り場や
ラブホテル街は裏に形成されているのである。ゲイラン
のように都市の周縁まではいかないが、都市の中心に位
置する場合でも裏側にあることが読み取れた。  
では次に、歌舞伎町の形成過程について記述していく。
歌舞伎町の土地が今現在の街区に形成されたのは東京大
空襲によって焦土となった後の東京戦災復興計画におけ
る区画整理事業によってである。当時町会長の鈴木喜兵
衛と石川栄耀によって広場を中心とした道義的繁華街を
目指した。戦災によって区画が自由に計画でき、石川の
理想が少なからず実現できていると考えられる。その後、
臨時建築等規制等様々な困難に見舞われながらも結果的
には鈴木喜兵衛と石川栄耀が計画した「道義的歓楽街」
に近づいたのである。[4] 
しかし、1956 年に出された売春防止法によって次第に
現在の歌舞伎町のイメージである性娯楽の側面を持ち始
め、歌舞伎町は急成長を遂げるのである。 
そして、現在の歌舞伎町は、靖国通り、明治通り、職
安通り、西武新宿駅前通りに囲まれた範囲である。しか
し、本論文での調査対象範囲は、靖国通り、区役所通り、
歌舞伎町花道通り、西武新宿駅前通りに囲われた範囲と
し、本章ではこの一番街通り、セントラルロード、桜通
り、東通りの四つの通りと広場を中心に歌舞伎町を紐解
いていく。 
（２）広場と各通りの特性 
歌舞伎町は「道義的歓楽街」を目指し計画された場所
であり、石川栄耀が目指したものが現在でも区画によっ
て残っている。このように石川が計画した歌舞伎町は現
在ではどのような特徴を持っているのか。歌舞伎町にお
いての主要な四つの通りや広場の差異を明らかにするこ
とによって現在の歌舞伎町を紐解いていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
それでは広場から見ていく。道義的歓楽街の中心的な
場所として計画されていたこの広場は現在でもボーリン
グ場やゲームセンター、カラオケ等新たな娯楽を取り入
れている。性風俗のイメージが強い歌舞伎町であるが、
高校生や女性が歌舞伎町を訪れるのは、計画時から受け
継いでいるこの広場の映画や劇場などのエンターテイメ
ント性が現在でも残っているからであろう。 
次に、歌舞伎町一番街通りを見ていく。この通りは通
称劇場通りと言われていることからわかるように、石川
が意図していなかった広場への入り口の役割を担いシン
ボル的な通りとなっている。呼び込みが少なく、店舗か
らのはみ出しも看板がいくつか出ているだけである。 
そして、セントラルロードを見ていく。この通りは、
広場までの入り口として計画されていた為、幅員が 17
メートル以上ある。歩道幅員が約 6ｍと大きいのも特徴
の 1 つである。夜は車道も歩道のように使用され、多く
のホストや呼び込みが現れ、盛り場らしくなる。また、
通りとしての意味合いが強いせいかスタンド看板などの
店舗からのはみ出しが極端に少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 17 コマ劇場跡地前 配置図 
 
図 15  新宿駅周辺地図 （ゼンリン地図をもとに
筆者作成） 
17720 7755 58889153
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図 16 歌舞伎町調査範囲 （ゼンリン地図をもとに筆
者作成） 
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次に、歌舞伎町一番街通りを見ていく。この通りは通
称劇場通りと言われていることからわかるように、石川
が意図していなかった広場への入り口の役割を担いシン
ボル的な通りとなっている。呼び込みが少なく、店舗か
らのはみ出しも看板がいくつか出ているだけである。 
そして、セントラルロードを見ていく。この通りは、
広場までの入り口として計画されていた為、幅員が 17
メートル以上ある。歩道幅員が約 6ｍと大きいのも特徴
の 1 つである。夜は車道も歩道のように使用され、多く
のホストや呼び込みが現れ、盛り場らしくなる。また、
通りとしての意味合いが強いせいかスタンド看板などの
店舗からのはみ出しが極端に少ない。 
上記した2つの通りの特徴は図17の配置図からも読み
取れる。セントラルロードより幅員が小さい一番街通り
でも 9m 以上あり、通り幅が大きいことから現在におい
ても風俗店が少なく、飲食店やカラオケ等の様々な人が
利用できる店舗が並んでいると考えられる。 
これまでの 2 つの通りとこれから記述する 2 つの通り
は明らかに雰囲気が違う。いわゆる怪しさが後者の通り
は強い。まず、桜通りから探っていく。この通りは昔か
ら風俗店が多く、現在では無料案内所が目立つ。道路幅
員は約 7,7m と狭く、多くのスタンド看板が通りにはみ出
し、現在の歌舞伎町らしさが色濃い通りである。 
最後に東通りを見ていく。この通りも桜通り同様道幅
が狭く、区役所通りと並列している為、単純に通り道と
して利用している人は少ない。この通りは外国人経営者
が多いことも関係しているのか、他の通りにはない仮設
的な机、椅子が通りにはみ出している店舗が数件ある。
また、ドレスショップの前にはドレスがはみ出し、中華
屋の前には蒸している肉まんがはみ出しているのである。
数店舗しかない為空間の連続性は感じられないが、ここ
にはアジアらしさが少し垣間見える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に東通りを見ていく。この通りも桜通り同様道幅
が狭く、区役所通りと並列している為、単純に通り道と
して利用している人は少ない。この通りは外国人経営者
が多いことも関係しているのか、他の通りにはない仮設
的な机、椅子が通りにはみ出している店舗が数件ある。
また、ドレスショップの前にはドレスがはみ出し、中華
屋の前には蒸している肉まんがはみ出しているのである。
数店舗しかない為空間の連続性は感じられないが、ここ
にはアジアらしさが少し垣間見える。 
また、図 18 から桜通りと東通りの共通点を見い出せる。
まず、呼び込みが道全体に発生しているのではなく、四
つ角に集まっていることである。幅員が小さいことが影
響していると考えられる。幅員が小さいことによって、
店舗前の通りの領域が店舗の領域化するのである。よっ
て、必然的にどの店舗の領域でもない四つ角に呼び込み
が集まるのである。また、東通りに仮設的な机、椅子が
店舗からはみ出すのもこの幅員が小さいことが関係して
いると考えられる。幅員が小さいことによって、店舗前
の領域は一階の店の領域化し、仮設物がはみ出すのであ
る。桜通りのはみ出しは常駐しているのに対し、東通り
の仮設物は夜になってはみ出すのも東通りの幅員が小さ
く交通上の妨げになるからであろう。 
歌舞伎町は、エンターテイメント性のある広場から東
通りへ離れるほど盛り場としての怪しさが増す。これに
は幅員が大きく関係していることが分かった。幅員が大
きいと通りとしての空間性が強く、幅員が小さいと通り
の空間が店舗の領域化していた。よって、現在の歌舞伎
町は、かつて道義的歓楽街の中心として計画された「広
場」と「幅員の差異」が大きく影響しており、通りのヒ
エラルキーを生んでいた。このヒエラルキーによって盛
り場であるにも関わらず、人種性別年齢問わず多くの人
が利用する盛り場が形成されているのである。 
（３）昼夜における歌舞伎町の空間変化 
盛り場の魅力の 1 つである昼夜の変化について図面、
から考察していく。図 17 と図 19 を比較するとわかりや
すいが、車道に停まっていたトラックが消え、車道の空
間が歩道に変化し、昼の何倍もの人がこの通りを利用す
るのである。また、この通りの半数程がお店の呼び込み
である。これほどの呼び込みの数は歌舞伎町特有であり、
歌舞伎町花道通りより北側にある一般の人通りが少ない
通りに面する店舗への呼び込みや高層ビルによって店舗
が縦に並んでいるので、この広い空間に呼び込みが集ま
るのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 18 桜通り、東通り 配置図 
図 19  コマ劇場跡地前 配置図 am10:00  
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では、パッポンやゲイランにあった空間の連続性はあ
るのだろうか。スタンド看板等のはみ出しはあるが、仮
設的な机や椅子のはみ出しは少ない。また、はみ出して
いるスタンド看板も通りに固定されているものが多く、
外に常にあるものという認識になり空間を連続させてい
ないのである。これらのことからわかるように歌舞伎町
は閉鎖的な盛り場なのである。建物によって遮られた空
間は通りにはみ出すことなく、建物内で終結してしまっ
ている。また、空間が連続していない為、通りの領域が
はっきりとしておらず、各店舗の呼び込みが広い空間で
入り乱れるのである。 
（４）歌舞伎町の構成要素 
歌舞伎町においてもスケッチを使い構成要素を明らか
にする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５． ３地区における構成要素の比較 
（１）都市の中における盛り場の場所性 
本節では都市の中における盛り場の場所性について纏め
ていく。 
パッポンロードとゲイランは都市の周縁に位置してい
た。パッポンにおいては、タイの象徴でもあり、仏教徒
として重要な王都から離れている都市の周縁だったから
こそ現在までの盛り場が発展していったのであろう。ゲ
イランにおいては赤線地帯を川によって空間を断絶し、
なおかつ都心からも離れすぎない都市の周辺に位置して
いた。赤線地帯であるので政府の影響力も大きく、都市
の周縁に位置付けられたことが読み取れる。そして、パ
ッポンやゲイランのように都市の周縁ではなく、歌舞伎
町は都市の中心に位置していた。しかし、その場合でも
都市内におけるヒエラルキーの奥性によって盛り場は維
持、発展していた。 
（２）構成要素の同質性と差異性 
盛り場の構成要素は気候、客層、国の政策、文化によ
って新たなものが加わり、その土地によって独自性のあ
る盛り場となるのである。そして、３地区における構成 
 
 
 
要素の同質性はアジアの盛り場にとって必要不可欠なも
のである。３地区における同質性を考察していくと 2 つ
の重要なキーワードを読み取ることができる。 
まず、1 つ目のキーワードは「都市の中の異空間」で
ある。露店や袖看板、欄間看板など都市の中の異空間性
を高める構成要素が多く見られる。袖看板、欄間看板等
の看板がお互いに通りの人に対して主張し合って、莫大
な数の情報が飛び交っている盛り場は都市の中の異空間
を作り上げている。 
そして、もう 1 つのキーワードは「観光都市としての重
要性」である。盛り場は構成要素の比較からもわかるよ
うに国や地域によって多くの差異性があり、その国独自
の文化や特性を感じることができる重要な場である。 
 
６． 結論 
アジアの盛り場は都市の中の異空間として多くの人の
欲望を満たす必要不可欠な場所であり、都市が形成する
過程で都市の周縁や奥に発生していた。 
都市の周縁に発生することは一致していたが、本論文
で調査したパッポンロード、ゲイラン地区、歌舞伎町は
それぞれ開放的な盛り場、開放と閉鎖複合の盛り場、閉
鎖的な盛り場とそれぞれ異なる空間を持っていた。この
中でも、パッポンロードの開放的な盛り場は、空間が連
続し、通りと建物そして人が一体となっている魅力的な
空間であった。パッポンロードにおける露店のようなし
っかりとした管理のもと計画を行えば、日本においても
この魅力的な空間を入れ込むことは可能ではないだろう
か。日本のようなかたい都市は、これから都市の構造を
変化させることは困難であり、仮設物などが作り出す空
間を取り入れる事によって新たな都市の面白さを作り出
すことが出来るのである。仮設物は簡単に都市に順応し、
変化を与え、新たな都市の魅力になる。 
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もの 店 人
露店 バー 観光客
袖看板、突出し看板 プール・ダーツバー 従業員
欄間看板 ライブバー 呼び込み
野立て看板、門看板 ガールズバー 売春婦
スタンド看板 居酒屋 街娼
電灯 カフェ 日本人男性客
看板提灯 レストラン 日本人女性客
机 店舗型風俗 少年
椅子 無店舗型風俗 少女
植栽 無料案内所 子供
駐車場 キャバクラ
タクシー ホストクラブ
自転車 漫画喫茶
バイク 飲食店
マッサージ
サウナ
質屋
パチンコ
麻雀
雑貨屋
ゲームセンター
映画館
カラオケ
ボーリング場
コンビニ
ラブホテル
ホテル
表 3 歌舞伎町の構成要素 
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